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Abstract
In this study, we examined interaction originating from physical expression in the progression of interac-
tive play.The participants were: Oldest: 4 （2 male, 2 female）, Mid-age: 3 （1 male, 2 female） Youngest: 6 （3 
Male, 3 female） Ratio 3:2 （1 male 1 female）. An image recording was played, and episodes of play progres-
sion were extracted.Episodes were divided into categories: “A:Taking in the rhythm/movements of the 
game,” “B:Variations resulting from taking in the rhythm/movements of the game,” and “C:Derivations from 
behavior resulting from mutually adopting each others’ movements/expressions,“ and were examined in 
temporal sequence. Results showed that while taking in the elements of the game, they learned to relate to 
each other, and had gradually begun exploiting the differences in parts of the game with and without music. 
In addition, among the interactions within the game, we studied the frequency of appearance of restraint, re-
sponse, and considerate behavior. We found the mutually responsive movements of the children’s small bod-
ies to be an important form of behavior, expressing excitement. We found that interactive play using physical 
expression led the oldest and youngest children to express their playful feelings and evolve while sharing the 
































































































3.1　調査対象：大阪府私立 S 幼稚園の年長・年中・年少クラスおよび満 3 歳児クラス在籍児（以下「満三」
と記載）の 15 人（男児 7 人，女児 8 人）が参加した．内訳は，年長：4 人（男 2 女 2），年中：3 人（男 1 女 2）
年少：6 人（男 3 女 3），満三：2 人（男 1 女 1）である．観察のために一緒に遊ぶこと，保育者にかわって
観察者らが遊びを行うこと，VTR に記録することに関しては，子どもたちにわかるように事前に説明
を行った．















遊びに参加した観察者は N，E，M で示した．N は園で日常の保育に関わっている．E と M は園の観
察を継続的に行っており子どもたちとは交流があったが，直接遊びの中でかかわることは初めての機会
であった．
3.4　分析の方法：ふれあい遊びの様子は VTR により記録した．分析の場面については，約 7 分 40 秒










E は，動きは伴わず遊びの歌だけを手をつないだ状態で伝えた．子どもたちは E が歌うのを聞いてい



























いいながら，E と N がつないだ手をおろすと，〈年長 1〉〈年長 2〉〈年中 5〉の 3 人が，腕の中に入った．













4 回目の歌が終わった時，N は〈年長 1〉と一緒に「ガッシャン」といいながらしゃがみ，橋の中にはいっ




〈年長 2〉と〈年中 5〉が橋役からまわる役に参加したので，橋は 3 つになり，回る役が 10 人で始められ







橋役が 4 組，わたる役が 7 人に減ってくると，「橋」が入り組んだ形で並んでいるので，より通り道が
分かりにくくなっている．〈年中 5〉を先頭に 7 人が手をつないで回っている．窮屈な空間をくぐってい
る様子で，歌のテンポもさらに遅くなりっている．M は橋役に「わー，すごい橋，つながるかな？」「あ，
ステキな橋」と声をかけ，橋になっている子どもの気持ちを代弁し伝えようとしていた．6 回目が終わっ
た後，〈年長 3〉がぴょんぴょん跳ぶと，〈年少 13〉がぴょんぴょん跳ぶ．他にも橋になっている 2 人が E
の説明の時も橋を作って楽しんでおり，楽しさを共有する行動が多く見られた．
〈7 回目〉



























いては，1 回目から 2 回目は 38 秒，2 ～ 3 回目は 69 秒，3 ～ 4 回目 80 秒，4 ～ 5 回目 65 秒，5 ～ 6 回
目 96 秒，6 ～ 7 回目 92 秒であった．E が子どもの様子を見ながら歌うため，毎回歌の所要時間は異なっ
ていた．同様に「ガッチャン」の部分についてもテンポや遊びへの展開などを含み，厳密な時間経過を示










♪１回目♪２回目 ♪３回目 ♪４回目 ♪５回目 ♪６回目 ♪７回目
1 ～ 2 回目に見られたのは，A および B の遊びのリズムや動きを取り込もうとする行為または遊びの
リズムや動きを取り込んだ結果生じた遊びの変化形に分類されるものであった．遊びに慣れない状況で
あっても，リズムに合わせようとする姿勢が伺えた．



























時に VTR をみながら判定を行いデータ化した．歌い始めから次の歌をはじめるまでを 1 つの区切りと
して，1 回目から 7 回目までの区切りごとに，3 つの相互調整行動の頻度を示した（図 3）．















































計 0 5 0
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